
菊池　久光 議員

質
問　

栃
木
百
名
山
の
１
つ
で
あ
る

花
瓶
山
の
環
境
保
全
を
行
い
、地
域
の
貴
重

な
財
産
・
観
光
資
源
と
し
て
生
か
し
て

い
く
べ
き
と
思
う
が
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁（
産
業
振
興
部
長
）　
花
瓶
山
は
、

八
溝
山
系
の
茨
城
県
と
の
県
境
に
位
置

し
、山
頂
周
辺
の
茨
城
県
側
は
、茨
城

森
林
管
理
署
に
よ
り
花
瓶
山
冷
温
帯

性
植
物
群
落
保
護
林
と
し
て
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。花
瓶
山
に
向
う
に
は
、主

要
地
方
道
大
子
黒
羽
線
を
須
賀
川
方

面
に
進
み
、明
神
ト
ン
ネ
ル
先
よ
り
市

道
須
賀
川
１
号
線
に
入
り
、さ
ら
に
如

来
入
林
道
を
歩
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、作
業
用
林
道
終
点
の
土
場
ま
で
の

約
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、車
で
行
く
こ

と
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。山
頂
か
ら

大
倉
尾
根
伝
い
に
は
、イ
ワ
ウ
チ
ワ
や

カ
タ
ク
リ
の
群
生
地
が
あ
り
、自
然
が

手
つ
か
ず
の
状
態
で
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
群
生
地
は
、大
変
貴
重
な
地
域

資
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
環
境
保

全
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。塩
那
森
林
管
理
署
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、地
元
須
賀
川
地
区
の

方
た
ち
や「
黒
羽
山
の
会
」の
方
た
ち
と

と
も
に
、対
応
を
協
議
し
、十
分
な
環

境
保
全
の
体
制
を
整
え
、観
光
資
源
と

し
て
の
活
用
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

花
瓶
山
の
環
境
保
全
及
び

周
辺
整
備
に
つ
い
て
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質
問
　
本
市
の
介
護
保
険
事
業
が

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁（
保
健
福
祉
部
長
）　
本
市
は
こ
れ

ま
で
県
内
の
中
で
も
充
実
し
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。そ
の
結
果
、65
歳
以
上
の
第

１
号
被
保
険
者
が
負
担
す
る
介
護
保

険
料
の
基
準
額
は
月
額
５
８
０
０
円
と

な
り
、県
内
で
一
番
高
い
保
険
料
に
な

っ
て
い
ま
す
。本
市
の
介
護
保
険
事
業

は
、高
齢
者
人
口
に
対
す
る
認
定
率

が
、平
成
26
年
度
は
19
・
７
％
で
県
内

１
位
で
す
。今
後
も
毎
年
１
０
０
人
以

上
増
え
、平
成
29
年
度
に
は
認
定
率
が

20
・
２
％
と
な
る
見
込
み
で
、65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
５
人
に
１
人
の
割
合
と

な
り
ま
す
。介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る

費
用
も
、平
成
26
年
度
は
約
53
億
円
で

し
た
が
、平
成
29
年
度
は
65
億
円
を
超

え
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、市
内
の
施
設
・
居
住
系
サ
ー

ビ
ス
基
盤
の
整
備
状
況
は
、高
齢
者
人

口
に
対
す
る
施
設
の
定
員
は
、県
内

25
市
町
の
う
ち
２
番
目
で
あ
り
、施
設

の
受
け
入
れ
人
数
は
充
実
し
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、介
護
保

険
料
は
、事
業
計
画
を
定
め
る
サ
ー
ビ

ス
費
用
見
込
額
等
に
基
づ
き
、３
年
間

を
通
じ
て
財
政
の
均
衡
を
保
つ
よ
う

に
設
定
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
改
正
及
び

本
市
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

は
な
か
め
や
ま
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